
 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 
 

＜第１回学校評価アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。＞

 

今年度もコロナ禍における難しい学校評価であったと思いますが、全体としてはとてもよい結果となりました。

その中で、本校の成果と課題が明確になりました。今回の結果をもとに児童生徒の成長を目指し、今後は以下

（裏面）の内容を重点として、教育活動に取り組んでいきます。 
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教育活動を改善します！



≪今後の教育活動の重点≫ 

１ 保護者や地域との連携 
   今後も、学校だよりや学年だより、ホームページやホーム&スクールなどを活用して、ＰＴＡ活動や保護者・

地域との連携の様子、地域の方や保護者の意見等を掲載していきます。また、新型コロナウイルス感染防止に

留意しつつ、今後も状況に応じて学校と保護者及び地域との連携を強化するとともに、効果的に地域の教育力

を活用し、教育活動の充実を図っていきます。 

２ 確かな学力 

①家庭学習 

（小）「家庭学習の手引き」を配付し、児童および保護者の家庭学習に対する意識を高めるとともに、自主学習

の仕方について具体例を示したり、記録用紙を用意したりするなど指導を継続して行っていきます。ま

た、タナタナ元気ウィークを家庭学習強化期間とし、自主学習に対しても目標をもって取り組むよう促

していきます。 

（中）宿題の出し方、自主学習への取り組ませ方を全教職員で共有すると共に、家庭への情報提供を積極的に

行います。 

②読書 

国語の時間での読書指導、学活での読書指導や、ＰＴＡ活動との連携、委員会活動の充実などを通して、

読書活動を推進します。 

３ 豊かな心 

① 道徳の充実 

「特別の教科 道徳」を通して、児童生徒の道徳性を高め、自他の命を尊重する心情や態度を育てていきます。 

②あいさつ 

朝のあいさつ運動や廊下でのあいさつの実施などを通して、あいさつの習慣化を図っていきます。 

③キャリア教育 

将来について考えたり調べたりした学習の話題や「キャリアパスポート」により、家庭で話し合う機会を

設けていただきます。また、通信や懇談会で話題にし、将来について親子で考えるきっかけ作りをします。 

４ 健康の増進と体力の向上 

便りや保護者面談の際に、SNSルールの確認をしてもらうようにお願いをいたします。また、タナタナ元気

ウィークにおいて、SNSルールについて考えながら生活できるよう声かけをしていきます。 

 

＜全国学テの結果と今後の学力向上のための取組について＞ 

 

≪小学校≫ 
・平均正答率は、国語・算数ともに全国及び群馬県を上回る結果でした。全国的にも休校の影響は見られませ
んでした。 

・質問紙では、全員が「自分のよいところ」を認識し、「人の役にたちたい」と回答しました。一方で、「携帯 
電話・スマートフォンコンピュータの使い方について、家の人との約束を守ること」や「読書量がやや少な 
い」という課題が明らかになりました。また、休校中の学習への不安も明らかになりました。 

・今後は、児童がより主体的に学習面での自分の課題に取り組めるように指導を工夫していきます。生活習慣 
やゲーム・SNSの利用を振り返られるようにタナタナ元気ウィークを活用した指導を継続していきます。 

≪中学校≫ 
・平均正答率は、国語・数学ともに全国及び群馬県を下回る結果でした。全国的には休校の影響は見られません 
でした。 

・質問紙では、「難しいことでも，失敗を恐れないで挑戦している」や全員が「いじめはどんな理由でもいけな
い」「人の役にたつ人間になりたい」と回答しました。また、「自分の思っていることや感じていることをきち
んと言葉で表すこと」がやや苦手な様子や休校中の学習への不安も明らかになりました。 

・今後は、基礎的・基本的な学習内容の更なる定着を図るように指導を工夫するとともに、各自の進路希望の実
現に向けた個別指導を充実させていきます。 

 


